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維持会の事業・決算報告

■ 維持会事業についてお知らせいたします。

■ 2021年度決算についてご報告いたします。

維持会基金運用収入

ポストコロナ教育・研究支援事業

キャンパス施設整備資金

管理経費
会員用三田評論諸経費

事務経費

（2）支出の部合計

収支差額（1）-（2）

（３）年度末維持会基金残高

（単 位: 円）

寄付金

（1）収入の部合計

維持会事業費

308,256,100 

85,110,666 

393,366,766 

285,315,310 
維持会奨学金 84,000,000 

1,110,666 
16,176,040 
6,764,750 

393,366,766 

0

維持会基金への直接寄付 12,500,000

4,268,033,328 

（2022.3.31付）

支
出
の
部

収
入
の
部

※新規入会898件 継続5,861件 計6,759件

※義塾への財政支援事業として、ICTインフラ保守費用、LMS（学習管理システム）管理経費、新型コロナ感染症対策経費、
電子ジャーナル購読料等への支援をおこないました。

※

※

■新型コロナウイルス感染症の影響により修学困難な学生への支援（慶應義塾大学修学支援奨学金） 
■高度な自主学習を可能とする電子ジャーナルの提供
■対面とオンライン併用のハイフレックス型授業を可能とする教育環境の充実

教育研究活動基盤形成

維持会奨学金

キャンパス整備（快適な学生生活のために）

経済的な理由により修学困難な地方出身の優秀な学生を中心に、返済不要の奨学金を給付しています。
設置された2007年度の奨学生数は43名でしたが、2021年度までに計1,404名に増えています。
2022年度支援実績：134名

照明器具銘板作業

■テーブル・椅子・外灯の設置（三田・矢上）
■キャンパス構内、駐車場、警備室前などの照明器具取り替え工事（矢上）
■図書館棟サイン設置（日吉）
■AED増設（三田・芝共立・女子高・志木高・中等部）
■第4校舎サイン改修工事（日吉） 
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　この度は、一昨年度及び昨年度に引き続き、慶應義塾維持会奨学生として採用していただき、誠に有難うございます。
　私は現在法律学科３年生で、将来の夢である法曹を目指して勉学の日々を送っております。私が法曹を目指す
きっかけは、高校時代に貧困の研究をする中で、貧困に陥っている人々を支援する団体に出会い、彼らの社会のセー
フティネットから振り落とされた人々を絶対に見捨てないという姿に大変な感銘を受けたことにあります。私は、貧
困の問題の本質が必死に働き努力していながらも貧困から抜け出せないという社会にあると考えています。今年の
3月地元石川県で行われた知事選や市長選、そして7月の参議院選挙に合わせて出馬される方々に『学生が候補予定
者にきくっ！！』と題してインタビューをYoutube配信という形で実施しました。貧困問題には、金銭的な援助のみ
を挙げる方もいれば、体験格差など非金銭的な部分における援助を語る方もいらっしゃいました。社会制度を変え
ていく上では政治の力は不可欠です。目の前の困窮者の救済はもちろんのこと、将来世代の社会を良くしていくた
めには多くの方に当事者意識を持って頂き、政治参画してもらう必要があることを実感いたしました。まずは、私自
身がそのような人物になるために、慶應での学びを経て、あらゆるセーフティネットをすり抜け、追い詰められた
人々を絶対に見捨てない、そんな法律家になりたいと思っております。そして、引いては誰もが、どんな境遇だったと
しても、生きやすい社会の実現に貢献したいと思っております。
　この度は手厚いご支援を頂きましたこと、重ねて感謝申し上げます。この御恩を将来自分が誰かを支援する立場
となってお返しできますよう奨学生としての自覚と責任をもって精一杯勉学に励まさせて頂きます。

石川県出身　法学部3年

誰もが生きやすい社会の実現に貢献したい

維持会基金のご紹介

維持会奨学金の運営、キャンパス整備には、「維持会基金」の運用益が充当されています。
同基金は2007年設置、現在残高が約42.5億円の規模となっています。より一層の拡充を図り、
一人でも多くの学生のサポートの実現を目指します。　

維持会奨学生からのメッセージ

維持会基金を拡充すると、図のような好循環が生まれます！

①②③

④ ⑤ ⑥

学生支援活動の
拡充

世界で活躍する人材輩出
機会の創出に貢献

慶應義塾のプレゼンスの
拡大・強化に寄与

維持会基金の規模拡大
(基金現保有高:42.5億円)

維持会に
ご加入いただく

卒業生が
維持会を支える

循

環
の規
模が

拡大→
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　この度は私を奨学金に採用していただき誠にありがとうございます。新型コロナウイルスによる不況が続く中、
多大なるご支援を頂けることを心より感謝しております。
　私は慶應義塾大学に通うため、4月から京都の親元を離れ一人暮らしを始めました。慣れない生活を送り、一息つ
くことができない中、奨学金に採用していただいたことで、金銭面での心配が減り、少し心に余裕が出てきました。
慶應義塾維持会の皆様から奨学金を頂くからには大学での授業に励むことはもちろんのこと、私の将来の夢である
ソフトウェアエンジニアになるための資格取得に向けた勉強に身を引き締めて取り組みたいと思います。
　私が大学に入学して早二か月ほどが経ちました。大学で学ぶことは私にとって目新しいことが多く、例えば、数学
において明確にされなかった極限の定義が大学で新たに定められ、これまでに感じたわずかな疑問が晴れ、より一
層数学という学問に興味を抱きました。資格取得に向け、一か月ほど前にTOEIＣの過去問を購入し解いてみたとこ
ろ700点ほどでした。まずはこの点数を基準にして、秋に実際に受験する際には750点を目標にします。また演習の
中で、私の弱点はリーディングよりもリスニングにあることが判明しました。そこで、類似問題を解き、趣味として観
ている映画を英語音声で観賞することで英語を耳にする機会を増やし、弱点を補おうと試みています。また、陸上
サークルに所属し、勉学に支障をきたさないよう週二回程度体を動かすとともに、仲間と交流を行っています。
　慶應義塾維持会の皆様から多大なるご支援を頂き、重ねて感謝を申し上げます。数多くの塾生の中から選考され
たと自覚し、言動には最大限の注意を払い、慶應義塾の名に恥じないような塾生となるため日々精進いたします。

京都府出身　理工学部1年

ソフトウェアエンジニアになりたい

　この度は2022年度慶應義塾維持会奨学金に採用していただき、誠にありがとうございます。私自身、一年生の頃
から維持会のご支援をいただき、今年度で3年目となりますが、維持会の皆様の厚いご支援のもと、慶應義塾という
素晴らしい環境に身を置き、勉学に励むことが出来ることを大変幸せに思います。支援してくださる方々へ深く感
謝申し上げるとともに、このご支援を有効に活用できるよう、今後も一層精進していきたいと思っております。
　現在私は3年生となり、薬学部生として様々な分野を学ぶだけでなく、研究室配属の決定などもあり、一人の薬学
研究者としての道に着実に近づいているのではないかと感じております。私は、かねてから様々な化合物をデザイ
ンすることによって創薬に携わりたいと考えており、今後研究室に配属されてからは、研究室の教員の方々や先輩
方の力もお借りしながら、人一倍研究活動に邁進して参りたいと思います。
　また、薬学部生として学業を修め、創薬研究者となるべく努力することはもちろんのこと、同時に大学生活の中で
身に付けることとして、他者との交流の中で生まれる人としての成長が挙げられると考えています。この点に関し
ても、現在私が所属している慶應義塾唯一の自治寮である日吉寄宿舎において、学生主体の自治活動やそこで経験
する独特な文化や人間関係を通して、自分の役割や振る舞い方を試行錯誤することで、他では得ることの出来ない
人としての成長が得られると考えています。
　今後は奨学金に採用していただいたことで得られた時間と経済的な余裕を利用し、配属先の研究室において、研
究活動へ打ち込み、また同時に日吉寄宿舎において、主体的に自治活動や人間関係の構築、そして80年以上に渡り構
築された独自の文化を継承するために、自ら考え、行動することで、自分自身の創薬研究者として、そして一人の人
間としてより一層成長することが出来、また今回採用いただいた奨学金をより有意義に使うことが出来るのではな
いかと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪府出身　薬学部3年

創薬研究者として、そして一人の人間としてより一層成長したい



5

23

71

26

10

7 27

294026
11

17

4

22

32

20
56

91320

43

32

8

11

35
37

1010 36 30

17

18

9

10

65

15

52 41

63

46

10919

47

58

34

71 106

34

9

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九州・沖縄

海　外

71

108

451

323

214

108

54

186

23

2022年度

文・経済・法・商・総合政策・環境情報学部 から 　　80名・各50万円

医・理工・看護医療・薬学部 から 　　54名・各80万円

維持会奨学金
経済的理由により修学が困難な塾生を援助するため、2007年に創設しました。全国の優秀な学生に義
塾で学んでもらうために地方出身者を優先採用しています。毎年、厳正な審査の下、人物、学業・成績
ともに優れ、愛塾精神に富んだ塾生が採用されています。
※「維持会奨学金」は給付型で返済の必要はありません。

2022年8月31日現在

維持会員 
45,767名

維持会員の皆様が
奨学生を支えて
くださっています

全国の優秀な塾生が採用されています

2007年度～2022年度まで
1,538名採用

終身会員

8,607

普通会員

37,160

維持会奨学生採用実績



3年ぶりの対面開催です。コロナが収束せず、
マスクをしての懇談となりますが、若い皆さ
んと率直なお話や意見交換ができればと
思っています。緊張せず、リラックスして懇
談しましょう。

2022年7月7日（木）三田キャンパスにおいて、3年ぶりに「慶應義塾維持会懇話会」を開催いたしました。

懇話会は、笑顔に溢れた賑やかな懇談の場となりました。

岩沙弘道維持会会長から
ご挨拶をいただきました。

維持会懇話会レポート

慶應義塾維持会をご支援いただきまして心より感謝申し上げます。
2022年度の維持会奨学生として採用された塾生から、感謝の気持ちをお届けします。
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慶應義塾維持会の皆さまの温かいご支援に、全ての奨学生を代表して心からの感謝を申し上げます。
私は現在、法学部で刑事政策を中心に勉強をしております。「最良の刑事政策とは、最良の社会政策で
ある」というドイツの刑法学者フランツ・フォン・リストの言葉を胸に、安全で安心な社会を作るため
の刑事政策について考える日々を送っています。将来は警察庁採用の警察官になることを目標として
おり、そのための勉強にも力を入れているところでございます。
また、「慶應かるた会」というサークルに所属し、競技かるたにも取り組んでいます。先日山形県で行わ
れた大会では、準優勝という結果を残し、B級三段への昇段を果たすことができました。今後も練習を
重ね、在学中に最高級であるA級への昇段を決めたいと考えています。
私の家庭は母子家庭であることに加え、昨今のコロ
ナ禍により家計事情が大きく悪化してしまったた
め、維持会の皆様のご支援がなければ、勉学やサーク
ル活動といった大学生活に集中することができな
かったかもしれません。
そのことを胸に刻み、奨学生としての誇りと自覚を
持って有意義な学生生活を実現できるよう今後も精
進して参ります。この度は本当にありがとうござい
ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮城県出身　法学部3年

まずはこのような会を設けてくださった維持会担当の方々、そして足を運んでいただいた維持会の皆
さま、誠にありがとうございます。
私は大学で経済学について学んでおり、ESG投資を専攻しております。この知見を活かして就職先は
コンサルティング業界を予定しており、企業の課題解決を通して日本をより良くしていきたいと考え
ております。
また課外活動においては中学生の頃からソフトテニスというスポーツをやっており、今年度は理工系
1部リーグで団体優勝や区民大会で優勝を収めました。今後より良い成績を収められるよう努力を続
けたいと思います。
私事になりますが、私は1歳の頃から母子家庭で育ち、経済的に苦しい生活が続いておりました。さら
に一浪を経てやっとの思いで掴んだ慶應義塾大学の合格の先に待ち構えていたのは、学費や生活費と
いう多大なお金でした。母の稼ぎのみでは足りなく自分自身も働く必要があり、大好きなソフトテニ
スを大学の部活動で続けるという私の夢を諦めなければなりませんでした。
そんな時に私を救ってくださったのが維持会を始めとした御塾の奨学金制度です。皆さまの多大なる
ご支援のおかげで、アルバイトやインターンを続け
ながら、勉強だけでなく、準体育会の部活動でソフト
テニスに打ち込む日々を送れています。
このような幸せを当たり前のことだと思わず、今後
社会に貢献する人材へと成長し、皆様から受けた恩
を社会に還元したいと考えております。
重ねてになりますが、本日はこのような機会を設け
てくださり誠にありがとうございました。今後とも
何卒宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
愛知県出身　総合政策学部4年

奨学生の代表者2名から懇話会の感想と今後の目標、維持会への感謝の言葉が
述べられました。
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A

12名の奨学生にインタビューをしました。

維持会奨学生として思うことは？

維持会奨学生に採用してくださったことに改めて感謝申し上げます。維持会奨学生としての意識として、大切に
していることは大きく２つあります。第1に、自我作古の精神です。慶應義塾での学びの継続を支えてくださった

維持会の皆様への誓いとして、慶應義塾で学んだからこそ得た学びを活かし、さらに発展させた新規性の高い研究を成し
遂げます。第2に、社中協力の精神です。今後も学術系サークルの代表として、OB・OGの方や部員との年代・学年を超えた
交流を深め、より多角的な視点で活動を発展させていきたいです。このように、研究やサークル活動を通して、他者に新し
い価値を提供することを常に忘れずに今後の大学生活を送ります。　　　　　　　　　　　　 神奈川県出身　文学部3年

A 今年度、伝統のある維持会奨学金の奨学生に選んでいただいたことを、大変光栄に思います。私は現在、勉強時間
を確保するため、アルバイトを行っておりません。しかし、法律学習に用いる参考書や、法科大学院への進学には、

多くの費用がかかります。私の家庭は、両親共に病気を患っており、経済面で進路選択に不安を抱えていたのですが、今
回、奨学生に選んでいただいたことで、法曹という自分の選んだ進路に自信を持つことができるようになりました。多く
の支援者の方のおかげで学業に専念出来ているのだということを忘れずに、今後の学校生活を過ごしてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県出身　法学部3年

A 地方から上京して一人暮らしをするには、日々の生活を自分ですべてやりくりし、さらに費用もかかるため、アル
バイトや家事などにより一層の時間を使うことになります。それが、維持会奨学金をいただくことで、貴重な大学

生活を、今しかできないこと、授業に時間を充てられるようになりました。例えば、現在私は、株式会社の運営や長期イン
ターン、サークルや資格勉強、そして就職活動と、余裕ができた時間を有効に使って、本来ならばできなかった体験をたく
さん経験することができました。維持会奨学生としては、このことに心より感謝し、より一層、誇りを胸に活躍していこう
と決意が固まりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県出身　経済学部3年

A 現在のアルバイトに多くの時間を取られず、学業に存分に取り組める生活が維持会の皆様の援助のおかげである
ということに感謝の気持ちでいっぱいです。4年生になり、授業数は少なくなりましたが、卒業研究のために論文

を読んだり、プログラムを実装したりすることが多くなりました。予想していた以上に、これらのことに十分に取り組む
ために必要な時間が多く、アルバイトに時間が取られないことが、大変ありがたいです。維持会奨学生として、恥ずかしく
ない卒業研究を行いたいと思います。維持会の皆様への感謝を忘れずに残りの学生生活の1日1日を大切に過ごしていき
たいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府出身　環境情報学部4年

A 慶應義塾維持会奨学金奨学生に採用していただき、誠に光栄に思っております。私は慶應義塾大学唯一の自治寮
である「日吉寄宿舎」で暮らしています。入寮して間もない大学一年生の頃、関西から上京してきたばかりで右も

左も分からなかった私に、大学生活の全てを教えてくれたのは寄宿舎の上級生でした。中でも、同部屋でお世話になった
当時四年生の関西出身の先輩は、維持会奨学生でした。その先輩は、慶應義塾維持会奨学金が慶應義塾の塾員と篤志家の
方々からの御支援による伝統ある奨学金であるということ、それはまさに慶應義塾の深いつながり、社中協力の精神を表
章するものであるということ、を教えてくださいました。維持会奨学生に採用していただいた今、その深いつながりを心
から実感しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県出身　理工学部4年

A 維持会奨学生に選んでいただき、心から感謝しております。学問に打ち込むチャンスをいただいたのだと捉え、一
分一秒を無駄にしないという強い意思を持って生活しております。維持会の皆様のご期待に少しでも応えるた

め、これからも努力を継続していきます。維持会奨学生の名に恥じぬよう、勉学だけでなく人間的にも模範となれるよう
心がけています。正しい生活習慣はもちろん、言葉遣いやマナーに細心の注意を払っていこうと思います。いただいたご
恩を決して忘れず、将来は次世代を支援したいと思っております。　　　　　　　　　　　徳島県出身　総合政策学部1年

Q

維持会奨学生インタビュー
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維持会奨学生インタビューは、基金室Webサイトにも掲載しています。

Q 卒業後の進路、将来の夢は？

A 将来は、世界の貧困問題を解決したいと考えています。幸運にも学びの機会を得ることができた者として、学びを
得られない人々を一人でも多く救いたいからです。そのために、大学での講義や研究を通して得た学びを現実社

会に反映していきたいと考えております。まだ具体的な進路は確定していませんが、どのような進路を選択するにして
も、このビジョンは卒業後も一貫して持ち続けたいと考えます。　　　　　　　　　　　　　　京都府出身　法学部3年

A 大学卒業後は地域の課題に取り組む企業に就職し、沖縄県外で得た知識や学んだことを活かして、沖縄県の資源
を生かした経済成長に貢献できるような人材に成長したいです。沖縄が元々持っている特有の能力や資源、文化

を沖縄の経済問題解決の種とし、沖縄県独自の経済成長を確立することが私の夢であり、現在取り組んでいるアナザー・
ジャパンの経営はその夢に自身が近づく一歩となっています。　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県出身　商学部2年

A 私は、将来BtoBやBtoCの中間に立って、人と人や、企業と人を繋げられるような職業に就きたいと考えていま
す。これまでの学生生活では何かのリーダーとして、組織内外問わずに渉外することが多かったです。そこでは、

お互いの利害を昇華して、納得できる合意に至らせるプロセスが非常に面白いと感じるとともに、自分に向いていること
を仕事にも活かしたいと考えていました。しかしながら、まだはっきりとした志望業界や業種を決定できていないので、
今後は頼りになる義塾や塾員の皆様のお力を借りながら、就職活動を進めていきたいと考えています。

宮城県出身　商学部3年

A 将来は医師として働きたいです。特に、慶應義塾大学の医学部の教育が目指す医師像であるフィジシャンサイエ
ンティストを目指しています。フィジシャンサイエンティストは研究と臨床の双方を行う人材のことです。私の

具体的な将来像としては、臨床に軸足を置きつつ研究で得られる最新の知識や技術を臨床に生かしていき、研究と臨床の
橋渡しをする医師を目指しています。臨床で出会った未だ病態が解明されていない病気を持つ患者さんを治療するため
に研究をするという姿勢で、有効な治療法がなく苦しんでいる目の前の患者さんと向き合っていきたいと思います。

埼玉県出身　医学部3年

A 私は博士課程を修了した後は、統計学の研究者として社会に貢献することができればと考えております。大学入
学時点から研究者として生きていこうと考えており、当初は数学を専門的に研究したいと考えていました。大学3

年生で統計学の授業をいくつか履修し、統計学の学問としての面白さや現代の情報社会における統計学の重要性などに
触れ、将来は統計学を専門的に研究し、データが溢れた現代社会においてデータを適切に扱う解析手法を理論的に生み出
すことで社会に貢献したいと考えるようになりました。また私は人に物事を教えることに大きな魅力を感じており、将来
的には自分の知識をこれからの世界を担っていく若い世代に授けることによっても社会に貢献したいと考えています。

奈良県出身　理工学部4年

A 私の将来の夢は創薬研究により患者様の治療を促進することです。具体的な研究対象や働き方はまだ決めかねて
おりますが、研究者を志す以上、大学卒業後に大学院へ進学することは決めています。以前薬科学概論という講義

で、「日本以外でも研究をしたいなら博士は必要最低条件である」というお話を伺い、さらに早期体験学習という講義で、
教授や企業・公的機関で研究なさっている研究者の方々がみな数年間海外でポスドクをしていたということを知り、私も
ぜひポスドクまで経験して自分の研究に打ち込みたいと思うようになりました。国外での研究生活にも挑戦することで
固定観念にとらわれない自由な研究ができるようになると思うので、ポスドクからか大学院からかは決めかねておりま
すが海外にも目を向けています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県出身　薬学部1年
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Q昨年6月から維持会をご支援いただき、ありがとうございます。
ご寄付をされるようになったきっかけは何だったのでしょうか？

A

池上 真麻 さん　
株式会社サロンドール代表取締役
一般社団法人日本ソイフードマイスター協会 理事
NPO法人子供地球基金 理事

塾員で維持会員でもあるお父様の影響を受け、自らも維持会を支援したいと思うようになった池上真麻さん。
維持会員になって初めて知った維持会奨学金活動の魅力や、維持会を支援することの意義、そして慶早戦に熱狂し
た塾生時代の思い出などを伺いました。

　父も慶應出身で長い間、維持会員として寄付を続けています。自宅に維
持会員に毎月届く三田評論があたりまえのようにあるのが、小さい頃からの
わが家の風景でした。弟も妹も私を含めて三人とも慶應義塾の幼稚舎から一
貫教育校を経て大学へ進学しました。社会人になりそれぞれの同窓会には寄
付していましたが、大学にはなぜか寄付をしていなかったんですね。そんな
とき連合三田会の幹事年になり、同級生に頼まれて姉妹で経営する株式会社
サロンドールで連合三田会に協賛することになりました。寄付をして慶應義
塾に貢献できたことが自分でも嬉しく感じ、「そういえば塾員である父も長
く維持会員だな」と思い、昨年から個人でできる寄付をしようと維持会を支
援することにしたのです。

Q維持会の活動のどのようなところが魅力ですか？

A

A

維持会奨学金として、地方出身の修学困難な塾生が勉学に専念できる環境を整える活動は素晴らしいと思い
ます。私は親戚が運営する児童養護施設を小さい頃から見てきました。いろいろな理由があって施設で生活する子
供たちは、将来大学で勉学に励みたいという希望があっても、自己資金だけでは大学進学が現実的には厳しいので
す。優秀な学生が慶應で学びたいと思ったとき、経済的な理由で断念せざるを得ないのはもったいないと思いま
す。しかし、経済的に少し余裕のある塾員がそれを支えることができるのであれば、とても良い制度ではないで
しょうか。福澤諭吉先生が慶應義塾を創立された想いもそうだったのではないかと推察します。いろいろな可能性
のある人たちに勉学の機会を与えたい、多くの学ぶ人たちを社中が協力して支援するようにしたいと望まれ、こう
して維持会となって支援の輪が広がっていると思うのです。

Q 1万円から始められる維持会の制度をどう思いますか？

大学を卒業してすぐの新社会人にとっては1万円の寄付は大変かもしれません。しかし、年齢を重ねてくると、
1万円の使い途をどうするかの判断ができるようになってくるのではないでしょうか。たとえば卒業10年とか20
年の節目に、「維持会という制度がある」ことを知らせてもらえれば、「1万円から支援できるのなら会員になろう」
と思う人もいるはずです。私の場合、最初は「維持会」という名称なので経済的理由により修学困難な塾生の奨学金
活動をしていることが分からなかったんですね。それを塾員みんなで支え合うのが維持会であると、もっと発信し
ていけば多くの方の賛同が得られるのではないかと思います。

維持会員インタビュー
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Q池上さんが慶應義塾で印象に残る思い出は何ですか？

A

A

A

幼稚舎から16年通ったので私の人生の大部分を占めていることは間違いありません。一生の仲間がたくさん
できたのは、私の宝物です。そういう仲間に出会えたことが慶應で学んでほんとうに良かったと思えることです。
同級生の他にも社会人になってから出会った塾員の先輩方もたくさんいらっしゃいます。どなたも慶應の後輩に
温かく、面倒見がいい方ばかり。起業してからは経営のアドバイスをしていただいたり、事業で連携させていただ
いたり、助けていただくことが数えきれないほどあります。初めてお会いした方でも慶應卒というだけで一気に距
離が近くなる経験は何度もしました。

Q距離が縮まると言えば、慶早戦の応援もスタンドが一体になりますね。

そうですね。慶早戦は幼稚舎のときから学校行事で何度も行きましたし、慶應義塾女子高等学校ではバトン部
に所属し、神宮球場で大学生のチアリーダーの方と一緒にスタンドで踊っていました。勝って泣き、負けては泣き、
慶早戦はもう思い出だらけですね。大学を卒業して何年も経った後、慶應義塾高等学校野球部が夏の甲子園大会に
出場したときには、友だちと一緒に甲子園まで観戦に行きました。もちろん慶應側の観客席は満席だったのです
が、球児の親世代よりもはるかに上の年代の方たちばかり（笑）。「塾歌」や「若き血」が何度も流れて、みんなで声を
揃えて歌っていたら、感動して泣いてしまいました。慶早戦も甲子園も、塾員の「慶應愛」がすごいですね。

Q塾員のみなさまにメッセージをお願いします。

慶應義塾には「維持会」という素晴らしい制度があります。私も昨年から、「塾員みんなで慶應義塾と勉学に励
む塾生を支え合う」という理念に賛同し、維持会員になりました。1万円から始められるので、詳しくは基金室Web
サイトで維持会の活動内容を確かめたうえで、ぜひ維持会に参加していただきたいと思います。塾員が「慶應がこ
うなればいいのに」という声を上げれば、きっと届くはずです。まずは思うことがあれば、しっかり声を上げるこ
と。それがこれからの慶應義塾をよくしていくことにつながる第一歩。みんなで慶應義塾を、維持会を盛り上げて
いってほしいと思います。
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慶應義塾維持会 Newsletter は、基金室Webサイトでバックナンバーも含めてご覧いただけます。

■インターネットからのご寄付（クレジットカード、ペイジー）

※維持会へのご寄付は、税制上の優遇措置（寄付金控除）の対象となります。

☞　基金室Webサイトから寄付お申込みの画面へアクセスいただけます。

維持会へのご寄付は、クレジットカード決済が可能です。

銀行・郵便局に行かなくても寄付ができる仕組みになっております。

①専用ページへアクセス

③決済情報を入力する ④領収証送付

QRコードを読み込む ※オンライン登録済の方は、
　入力が簡略化されます。

クレジットカードもしくはペイジーの
決済情報を入力してください。

慶應義塾での受け入れ手続後、慶應義塾発行の領収証（裏面：寄付金控除
に係る証明書㊢）を後日慶應義塾よりお送りいたします。寄付金控除を
受けるために大切に保管してください。

※以下の期間以降にお申込みの場合は翌年分の確定申告の対象になります。

（中略）

※お申し込み受付より約1～2か月のお時間をいただいております。

●Visa・Master（三井住友カード）-------------
●JCB・AMEX・Diners--------------------------
●Visa・Master（三井住友カード以外）-------- 
●インターネットバンキング決済（ペイジー）-

11月16日以降
11月16日以降
12月16日以降
12月16日以降

②「申込者情報入力」
「寄付者情報」を入力する


